第1部 対談 「スポーツの持つ力 : スポーツが復興に果たす役割」(専修大学社会体育研究所公開シンポジウム2012，スポーツの力を考える「スポーツを通じた社会開発」，専修大学生田キャンパス10号館10301教室，2012年10月29日開催) by 鈴木 寛 et al.







































































































































































































10 Annual Report 2012
専修大学社会体育研究所公開シンポジウム 2012
スポーツの力を考える「スポーツを通じた社会開発」













































































































































































































































































































































































これから10 年先 20 年先、どう友好的な状況
を作れるかということを考え続けることが大
事。やはり考え続けることですね。考え続け
るというのがアスリー ト、芸能人、我 も々そう
ですが、大事なことですね。
鈴木寛　同じ事ですが、対話ですね。心を
通い続ける。その中で、そっと見守ることも
大事だし、アスリ トーってものすごい感性が
あります。凡人では気づかないものを瞬時に
立体的に感じる力があって、心を配る感じを
していただきたいことと、先ほどともつながり
ますが、今、日本の社会は、責任は果たさな
いといけないのですが、「責任」というものに
過剰反応するようになっていて、責任を果た
すことを追及されて、責任の圧力につぶされ
てしまいそうです。そうすると我々は責任が
ある役割を担わなくなってしまうという悪循環
になってしまいます。ミスを恐れず最善を尽く
すってことが重要で、責任者はミスしてはい
けない、でもミスしないようにするために、何
もしないようになっています。それが今の日
本の悪循環の始まりで、何にオネストでない
といけないかというと、最善を尽くすというこ
とについて真剣でなければならない。社会か
ら忘れられているのですが、アスリ トーは意
思の連続。最善を尽くしているのがスポーツ
たるゆえん。バドミントンではこの前、ニュー
スになりましたが、あれは最善を尽くしていな
いわけで、その当たり前の話なんだけど、今
の日本がだんだん変な状態になってきている
中で、みんなが最善を尽くす、指示を待たな
いということが大事。指示を待ってミスをしな
いで待っているというのは楽なんですよ。日
本の若者がそうなりつつある中で、若者が最
善を尽くし自発している存在がアスリ トーで、
皆さんが世界で活躍してくれているのが、日
本の受け身になりがちな若者に対してものす
ごくいいお手本、生き様をみせてくれている。
アクティブライフになっている。これからも、
今まで通り頑張っていただければと思ってい
ます。
久木留毅　ありがとうございました。大矢根
先生から震災におけるスポーツの役割を社会
学の観点からお話いただきました。また鈴木
先生からは「ミスを恐れず最善を尽くす」と
いう決意で、スポーツが震災から復興におい
て色々なかたちで力を与えていく可能性があ
るというお話をいただきました。第１部はス
ポーツの持つ力、スポーツが復興に果たす役
割ということで鈴木先生、大矢根先生にお越
しいただきいろんな話をしていただきました。
ありがとうございました。
